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老後の生活や人生の最期について考えたり、家族や周りの人と話し合う

ことは「縁起でもない話」と思われがちです。

しかし、最期まで自分らしく過ごすためにはこれからの生き方や終末期

の医療や介護について大切な方や関わる方とあらかじめ話すことが大切

です。その繰り返し話し合うことを「ACP(人生会議)」といいます。

《元気なうちから手帳》はそのきっかけづくりとなる手帳です。

※一部抜粋

手帳を書くことのメリット

これからの

生き方について

考えることが

できる

大切な人に

今の自分の思いを

伝えることが

できる

もしもの時、

家族が困らないよう

備えられる

今のうちから

何を備えておけば

よいか整理が

できる

《元気なうちから手帳》を配布している場所

☑大浦地域包括支援センター

(相生町1-17メゾンド田中202号 818-8311

開設時間：月曜～土曜(祝日休み) 午前8時半～午後5時半)

☑長崎市役所福祉部 地域包括ケアシステム推進室

(桜町6-3市役所別館4階 829-1421)

☑長崎市包括ケアまちんなかラウンジ

(江戸町6-5江戸町センタービル2階 893-6621

開設時間：月曜～土曜 午前9時～午後5時)

いつでも

お気軽にどうぞ♪



地域包括支援センターは、高齢者の総合相談窓口です。
ご自身やご家族のこと、近隣の方のことでのお悩みや疑問、相談ごとがありましたら、
お気軽にお問い合わせください。

長崎市大浦地域包括支援センター
電話 818-8311

〒850－0922 長崎市相生町1－17 メゾンド田中202号

北大浦地区地域ケア推進会議で作成された

『高齢者見守りシート』を使って住みよい

町を目指しましょう。高齢者見守りシート

は大浦地域包括支援センターで配布中です。

一部抜粋

みなさんのまわりに困っている方はいませ

んか？声をかけあって、いつまでも安心し

て暮らせる地域を目指していきましょう。

高齢になっても、認知症になっても

安心して暮らせる町を目指そう！

体調不良かな?
□顔色が悪く、具合が悪そう

□急に痩せてきた

□足元がふらついている、歩くペースが遅くなった

□訪問時に応答がない

□最近見かけなくなった、

家に閉じこもっている

□ポストに郵便物が溜まっている

□通院が途切れている

□カーテンが開いていない、電気がつけっぱなし、

又は夜になってもついていない

消費者被害に注意！！
訪問販売や電話勧誘販売などで契約したけれど、

やめたい場合はクーリング・オフ制度を利用で

きます。またクーリング・オフの期間を過ぎて

しまっても条件によっては解約できる場合があ

りますので早めに相談してください。通信販売

は、クーリング・オフ制度はありません。返品

は事業者が決めた特約（返品特約）に従うこと

になりますので購入の際は注意しましょう。

・相談したいときは電話しましょう。

＃188（いやや）

・長崎市消費者センター 829-1234

(火曜～日曜午前10～午後5時

月曜祝日は翌平日休業）

【予防のポイント】

・「自分は大丈夫」ではない！

・家に入れない！

・きっぱり断る！

・うまい話は疑う。

・個人情報を明かさない。

・日頃から情報を集める。

・その場で契約せず

誰かに相談！

身近に被害が報告されています。

ひとりひとりが気をつけましょう！

令和4年度佐古地域ケア推進会議開催

消費者被害や特殊詐欺について自治会・民生委

員・医療や福祉関係者と勉強しました。

講師：長崎市消費者センター 塩塚 様

講師：長崎署生活安全課 熊本 様

近所の方々から訪問販売の話を聞い

たことがあり消費者センターに相談

するよう普段から啓蒙したいと思い

ます。自分も気をつけたいです。

感想


